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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内に挿入される挿入部の先端から出射される照明光を生成可能な光源部と、
　調光信号が入力され、前記調光信号に応じて前記照明光の前記挿入部の先端からの出射
を制御する照明制御部と、
　前記照明光が照射された前記被検体からの光を光電変換して電気信号を生成する複数の
画素がマトリックス状に設けられた受光部と、
　前記画素が生成した電気信号をラインごとに順次読み出す読み出し部と、
　前記照明光を所定の照明期間の第１のパルス光として前記挿入部の先端から出射させる
ために前記照明制御部に入力する第１の調光信号、または、前記所定の照明期間よりも短
い照明期間の第２のパルス光として前記挿入部の先端から出射させるために前記照明制御
部に入力する第２の調光信号を生成する調光部と、
　前記受光部から前記ラインごとに順次電気信号を前記読み出し部に読み出させる読み出
し処理、および前記受光部を露光する露光処理を交互に繰り返す撮像制御を行い、前記調
光部により前記第１の調光信号が生成される場合に、前記複数の画素が同時に露光される
ブランキング期間中に前記第１のパルス光が出射されるように前記撮像制御を行い、さら
に、前記調光部により前記第２の調光信号が生成される場合に、前記読み出し部における
前記受光部の最初のラインの読み出しから最後のラインの読み出しまでに要する読み出し
期間を前記第１の調光信号が生成される場合から変更せずに、前記第１の調光信号が生成
される場合に比べて前記ブランキング期間を短くし、かつ前記ブランキング期間中に前記
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第２のパルス光が出射されるように前記撮像制御を行う撮像制御部と、
　を備えることを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記受光部により生成される電気信号から明るさレベルを検出する明るさ検知部をさら
に備え、
　前記調光部は、前記明るさ検知部により検知された明るさレベルに応じて前記照明光の
照明期間を設定し、
　前記撮像制御部は、前記調光部によって設定される前記照明光の照明期間に応じて前記
ブランキング期間を設定する撮像制御を行う、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記光源部は、波長帯域の異なる複数の照明光を切り替え可能に出射し、
　前記照明制御部は、前記波長帯域の異なる複数の照明光を前記露光処理ごとに切り替え
て出射させる、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記光源部は、パルス駆動により照明光を出射する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記調光部は、前記電気信号に基づき生成される画像の明るさをもとに前記光源部によ
る前記照明光の照明期間を設定し、
　前記撮像制御部は、前記ブランキング期間を前記調光部で設定された照明期間と同一、
または照明期間より長い期間とする撮像制御を行う、
　ことを特徴とする請求項４に記載の内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の画素を有する撮像素子を備えた撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、医療分野においては、患者等の被検体の臓器を観察する際に内視鏡システムが用
いられている。内視鏡システムは、例えば先端に撮像素子が設けられ、可撓性を有する細
長形状をなし、被検体内に挿入される挿入部を有する内視鏡と、挿入部の基端側にケーブ
ルを介して接続され、撮像素子が生成した撮像信号に応じた体内画像の画像処理を行って
、体内画像を表示部等に表示させる処理装置とを備える。
【０００３】
　内視鏡システムに用いられる観察方式として、同時式と面順次式とがある。同時式では
、撮像素子の受光部の前面に、例えば赤色、緑色、青色の三つの色成分の光を透過するカ
ラーフィルタが設けられ、白色光の照明光の下で撮像を行う。一方、面順次式では、例え
ば、赤色、緑色、青色の三つの色成分の照明光を順次切り替える。面順次式では、順次色
成分が切り替わる照明光の下で色ごとに撮像を行う。面順次式は、同時式と比して高画質
を維持しながら挿入部を細径化できるという利点がある。
【０００４】
　撮像素子には、ＣＭＯＳ（Complementary　Metal　Oxide　Semiconductor）イメージセ
ンサが用いられる。ＣＭＯＳイメージセンサは、水平ライン毎にタイミングをずらして読
み出しを行うローリングシャッタ方式によって撮像信号を生成する。ＣＭＯＳイメージセ
ンサは、画素に蓄えられた電荷に基づく画素情報の読み出しの仕方を任意に設定すること
ができるため、全画素を同時に読み出すＣＣＤイメージセンサよりも多様な撮像を行うこ
とができる。
【０００５】



(3) JP 5942053 B1 2016.6.29

10

20

30

40

50

　ところで、ＣＭＯＳイメージセンサを適用した内視鏡システムでは、上述した複数種類
の照明を撮像画像のフレームレートに合わせて切り替えると、互いに異なる照明期間に露
光期間がまたがってしまうことがある。このような場合、取得した画像には、異なる２つ
の照明期間の照明光が混ざった画像が得られてしまうという問題があった。この問題を解
決するための技術として、少なくとも二つのフレーム分の期間で同色成分の照明光を照明
し、該照明光により露光されて読み出された複数フレームの撮像信号のうちの最初のフレ
ームの撮像信号を処理対象から除外する技術が開示されている（例えば、特許文献１を参
照）。特許文献１によれば、ＣＭＯＳイメージセンサを用いながらも、複数の照明光が切
り替わる条件下で各照明に対応した画像を十分な感度を確保して撮像することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特許第５４２７３１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１が開示する技術では、少なくとも連続する２フレーム期間は
同色成分の照明光による照明を行う必要があり、かつ照明光の色の切り替わった直後に読
み出されるフレームは処理対象から除外されてしまう（読み捨てられてしまう）ため、フ
レームレートが低下する。フレームレートが低下すると、被写体の動きによっては各色成
分の画像間で像のずれ（色ずれ）が生じてしまうおそれがあった。ずれの発生を抑制する
には、読み出しのクロックレートを上げてフレームレートの低下を抑制することが考えら
れるが、読み出しのクロックレートを上げると、撮像素子の発熱量が増え、この発熱によ
る熱雑音によってノイズが増大して画像の画質が低下するおそれがあった。
【０００８】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、読み出しのクロックレートを変えるこ
となくフレームレートの低下を抑制することができる撮像装置を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかる撮像装置は、各々が受
光した光を光電変換して電気信号を生成する複数の画素がマトリックス状に設けられた受
光部と、前記画素が生成した電気信号をラインごとに順次読み出す読み出し部と、前記複
数の画素のうち、少なくとも画像処理対象の画素が生成した電気信号を前記読み出し部に
読み出させる読み出し処理、および前記受光部を露光する露光処理を交互に繰り返す撮像
制御を行う撮像制御部と、を有する撮像素子と、前記電気信号に基づき前記露光処理の露
光期間を設定し、該設定した露光期間を駆動情報として生成する駆動情報生成部と、を備
え、前記撮像制御部は、前記駆動情報に基づき前記露光処理および前記読み出し処理を制
御することを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明にかかる撮像装置は、上記発明において、前記駆動情報生成部は、前記電
気信号に基づき生成される画像の明るさをもとに前記露光期間を設定することを特徴とす
る。
【００１１】
　また、本発明にかかる撮像装置は、上記発明において、波長帯域の異なる複数の照明光
を切り替え可能に出射する照明部と、前記波長帯域の異なる複数の照明光を前記露光処理
ごとに切り替えて出射させる照明制御部と、をさらに備えたことを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明にかかる撮像装置は、上記発明において、パルス駆動により照明光を出射
する照明部と、前記照明部による前記照明光の出射を制御する照明制御部と、をさらに備
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えたことを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明にかかる撮像装置は、上記発明において、前記電気信号に基づき生成され
る画像の明るさをもとに前記照明部による前記照明光の照明期間を設定する調光部をさら
に備え、前記駆動情報生成部は、前記露光期間を前記調光部で設定された照明期間と同一
、または照明期間より長い期間とする駆動情報を生成し、前記照明制御部は、前記調光部
で設定された前記照明期間に基づき前記照明部に前記照明光を出射させることを特徴とす
る。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、読み出しのクロックレートを変えることなくフレームレートの低下を
抑制することができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、本発明の実施の形態にかかる内視鏡システムの概略構成を示す図である
。
【図２】図２は、本発明の実施の形態にかかる内視鏡システムの概略構成を示すブロック
図である。
【図３】図３は、本発明の実施の形態にかかる内視鏡システムの撮像素子による読み出し
タイミングと照明部による照明タイミングとを説明する図である。
【図４】図４は、本発明の実施の形態の変形例１にかかる内視鏡システムの概略構成を示
すブロック図である。
【図５】図５は、本発明の実施の形態の変形例２にかかる内視鏡システムの概略構成を示
すブロック図である。
【図６】図６は、本発明の実施の形態にかかる内視鏡システムの撮像素子による読み出し
タイミングと照明部による照明タイミングとを説明する図であって、垂直ブランキング期
間に画素の読み出し期間の一部が含まれる場合を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明を実施するための形態（以下、「実施の形態」という）を説明する。実施
の形態では、本発明にかかる撮像装置を含むシステムの一例として、患者等の被検体内の
画像を撮像して表示する医療用の内視鏡システムについて説明する。また、この実施の形
態により、この発明が限定されるものではない。さらに、図面の記載において、同一部分
には同一の符号を付して説明する。
【００１７】
（実施の形態）
　図１は、本発明の実施の形態にかかる内視鏡システムの概略構成を示す図である。図２
は、本実施の形態にかかる内視鏡システムの概略構成を示すブロック図である。
【００１８】
　図１および図２に示す内視鏡システム１は、被検体内に先端部を挿入することによって
被検体の体内画像を撮像する内視鏡２と、内視鏡２の先端から出射する照明光を発生する
光源装置３と、内視鏡２が撮像した体内画像に所定の画像処理を施すとともに、内視鏡シ
ステム１全体の動作を統括的に制御する処理装置４と、処理装置４が画像処理を施した体
内画像を表示する表示装置５と、を備える。
【００１９】
　内視鏡２は、可撓性を有する細長形状をなす挿入部２１と、挿入部２１の基端側に接続
され、各種の操作信号の入力を受け付ける操作部２２と、操作部２２から挿入部２１が延
びる方向と異なる方向に延び、光源装置３および処理装置４に接続する各種ケーブルを内
蔵するユニバーサルコード２３と、を備える。
【００２０】
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　挿入部２１は、光を受光して光電変換を行うことにより信号を生成する画素が２次元状
に配列された撮像素子２４４を内蔵した先端部２４と、複数の湾曲駒によって構成された
湾曲自在な湾曲部２５と、湾曲部２５の基端側に接続され、可撓性を有する長尺状の可撓
管部２６と、を有する。
【００２１】
　先端部２４は、グラスファイバ等を用いて構成されて光源装置３が発光した光の導光路
をなすライトガイド２４１と、ライトガイド２４１の先端に設けられた照明レンズ２４２
と、集光用の光学系２４３と、光学系２４３の結像位置に設けられ、光学系２４３が集光
した光を受光して電気信号に光電変換して所定の信号処理を施す撮像素子２４４と、を有
する。
【００２２】
　光学系２４３は、一または複数のレンズを用いて構成され、画角を変化させる光学ズー
ム機能および焦点を変化させるフォーカス機能を有する。
【００２３】
　撮像素子２４４は、光学系２４３からの光を光電変換して電気信号（撮像信号）を生成
するセンサ部２４４ａと、センサ部２４４ａが出力した撮像信号に対してノイズ除去やＡ
／Ｄ変換を行うアナログフロントエンド部２４４ｂ（以下、「ＡＦＥ部２４４ｂ」という
）と、ＡＦＥ部２４４ｂが出力した撮像信号（デジタル信号）をパラレル／シリアル変換
して外部に送信するＰ／Ｓ変換部２４４ｃと、センサ部２４４ａの駆動タイミング、ＡＦ
Ｅ部２４４ｂおよびＰ／Ｓ変換部２４４ｃにおける各種信号処理のパルスを発生するタイ
ミングジェネレータ２４４ｄと、撮像素子２４４の動作を制御する撮像制御部２４４ｅと
、を有する。撮像素子２４４は、例えばモノクロのＣＭＯＳ（Complementary　Metal　Ox
ide　Semiconductor）イメージセンサを用いて実現される。
【００２４】
　センサ部２４４ａは、光量に応じた電荷を蓄積するフォトダイオードや、フォトダイオ
ードから転送される電荷を電圧レベルに変換するコンデンサなどをそれぞれ有する複数の
画素がマトリックス状に配列され、各画素が光学系２４３からの光を光電変換して電気信
号を生成する受光部２４４ｆと、受光部２４４ｆの複数の画素のうち読み出し対象として
任意に設定された画素が生成した電気信号を順次読み出して、撮像信号として出力する読
み出し部２４４ｇと、を有する。読み出し部２４４ｇは、マトリックス状に配列された複
数の画素が生成した電気信号を水平ライン毎に順次読み出す。
【００２５】
　撮像素子２４４（ＣＭＯＳイメージセンサ）は、上述したように水平ライン毎にタイミ
ングをずらして読み出しを行うローリングシャッタ方式によって電気信号を読み出す。
【００２６】
　ＡＦＥ部２４４ｂは、例えば相関二重サンプリング（Correlated　Double　Sampling：
ＣＤＳ）法を用いてアナログの撮像信号に含まれるノイズ成分を低減するノイズ低減回路
と、電気信号の増幅率（ゲイン）を調整して一定の出力レベルを維持するＡＧＣ（Automa
tic　Gain　Control）回路と、ＡＧＣ回路を介して出力された画像情報としての撮像信号
をＡ／Ｄ変換するＡ／Ｄ変換回路と、を有する。
【００２７】
　撮像制御部２４４ｅは、処理装置４から受信した設定データに従って先端部２４の各種
動作を制御する。撮像制御部２４４ｅは、例えば、読み出し部２４４ｇに読み出し信号を
出力して、各画素が出力する電気信号の出力態様を画素単位で制御する。撮像制御部２４
４ｅは、ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）や各種プログラムを記録するレジスタ等
を用いて構成される。
【００２８】
　操作部２２は、湾曲部２５を上下方向および左右方向に湾曲させる湾曲ノブ２２１と、
被検体内に生体鉗子、電気メスおよび検査プローブ等の処置具を挿入する処置具挿入部２
２２と、処理装置４、光源装置３に加えて、送気手段、送水手段、画面表示制御等の周辺
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機器の操作指示信号を入力する操作入力部である複数のスイッチ２２３と、を有する。処
置具挿入部２２２から挿入される処置具は、先端部２４の処置具チャンネル（図示せず）
を経由して開口部（図示せず）から表出する。
【００２９】
　ユニバーサルコード２３は、ライトガイド２４１と、一または複数の信号線をまとめた
集合ケーブル２４５と、を少なくとも内蔵している。集合ケーブル２４５は、設定データ
を送受信するための信号線、画像信号を送受信するための信号線、撮像素子２４４を駆動
するための駆動用のタイミング信号を送受信するための信号線、および読み出し部２４４
ｇが読み出しを開始するタイミングに関する駆動情報を送信するための信号線を含む。
【００３０】
　つぎに、光源装置３の構成について説明する。光源装置３は、照明部３１と、照明制御
部３２と、を備える。
【００３１】
　照明部３１は、照明制御部３２の制御のもと、被写体（被検体）に対して、波長帯域が
互いに異なる複数の照明光を順次切り替えて出射する。照明部３１は、光源部３１ａと、
光源ドライバ３１ｂと、を有する。
【００３２】
　光源部３１ａは、赤色ＬＥＤ光源３１１、緑色ＬＥＤ光源３１２および青色ＬＥＤ光源
３１３や一または複数のレンズ等を用いて構成され、光源ドライバ３１ｂの制御のもと、
各ＬＥＤ光源がそれぞれの波長帯域の光（照明光）を出射する。光源部３１ａが発生させ
た照明光は、ライトガイド２４１を経由して先端部２４の先端から被写体に向けて出射さ
れる。具体的には、光源部３１ａは、赤色ＬＥＤ光源３１１、緑色ＬＥＤ光源３１２およ
び青色ＬＥＤ光源３１３のいずれかから光を出射することにより、赤色光（Ｒ）、緑色光
（Ｇ）および青色光（Ｂ）のうちのいずれかの波長帯域（例えば、赤：６００ｎｍ～７０
０ｎｍ、緑：５００ｎｍ～６００ｎｍ、青：４００ｎｍ～５００ｎｍ）を有する光を照明
光として出射する。これにより、照明部３１は、光源部３１ａにより赤色光（Ｒ照明）、
緑色光（Ｇ照明）および青色光（Ｂ照明）いずれかの光を内視鏡２に順次出射（面順次方
式）することができる。
【００３３】
　光源ドライバ３１ｂは、照明制御部３２の制御のもと、光源部３１ａの赤色ＬＥＤ光源
３１１、緑色ＬＥＤ光源３１２および青色ＬＥＤ光源３１３のうちのいずれかに対して電
流を供給することにより、光源部３１ａに照明光を出射させる。
【００３４】
　照明制御部３２は、光源ドライバ３１ｂを制御して光源部３１ａの赤色ＬＥＤ光源３１
１、緑色ＬＥＤ光源３１２および青色ＬＥＤ光源３１３をオンオフ動作させることによっ
て、照明部３１により出射される照明光の種類（波長帯域）を制御する。照明制御部３２
は、処理装置４の制御部４０８から同期信号を受信するとともに、調光部４０４から調光
信号を受信し、これらの信号に基づいて、光源ドライバ３１ｂが光源部３１ａ（各ＬＥＤ
光源）に供給する電力量を制御するとともに、光源ドライバ３１ｂが光源部３１ａを駆動
する駆動タイミング（発光期間）を制御する。発光期間内は常に照明光を点灯させていて
もよいし、ＰＷＭ（Pulse　Width　Modulation）制御をして照明制御部３２の制御のもと
、パルス駆動により照明光を出射してもよい。
【００３５】
　次に、処理装置４の構成について説明する。処理装置４は、Ｓ／Ｐ変換部４０１と、画
像処理部４０２と、明るさ検出部４０３と、調光部４０４と、同期信号生成部４０５と、
入力部４０６と、記録部４０７と、制御部４０８と、基準クロック生成部４０９と、を備
える。
【００３６】
　Ｓ／Ｐ変換部４０１は、撮像素子２４４から入力された画像情報（電気信号）をシリア
ル／パラレル変換して画像処理部４０２に出力する。
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【００３７】
　画像処理部４０２は、Ｓ／Ｐ変換部４０１から入力された画像情報をもとに、表示装置
５が表示する体内画像を生成する。画像処理部４０２は、画像情報に対して、所定の画像
処理を実行して体内画像を含む体内画像情報を生成する。ここで、画像処理としては、同
時化処理、オプティカルブラック減算処理、ホワイトバランス調整処理、カラーマトリク
ス演算処理、ガンマ補正処理、色再現処理、エッジ強調処理、複数の画像データを合成す
る合成処理およびフォーマット変換処理等である。また、画像処理部４０２は、Ｓ／Ｐ変
換部４０１から入力された画像情報を明るさ検出部４０３へ出力する。
【００３８】
　明るさ検出部４０３は、画像処理部４０２から入力される体内画像情報から、各画素に
対応する明るさレベルを検出し、検出した明るさレベルを内部に設けられたメモリに記録
するとともに制御部４０８へ出力する。また、明るさ検出部４０３は、検出した明るさレ
ベルをもとにゲイン調整値を算出し、ゲイン調整値を画像処理部４０２へ出力する。
【００３９】
　調光部４０４は、制御部４０８からの制御信号と、明るさ検出部４０３が検出した明る
さレベルとをもとに光源部３１ａの発光期間（発光開始タイミングおよび発光終了タイミ
ング）等の条件を設定し、この設定した条件を含む調光信号を光源装置３へ出力する。ま
た、調光部４０４は、設定した条件を制御部４０８に出力する。
【００４０】
　同期信号生成部４０５は、基準クロック生成部４０９が生成したクロックに基づき、少
なくとも垂直同期信号を含む同期信号を生成し、集合ケーブル２４５に含まれる所定の信
号線を介してタイミングジェネレータ２４４ｄへ送信するとともに、処理装置４内部の各
部へ送信する。
【００４１】
　入力部４０６は、内視鏡システム１の動作を指示する動作指示信号等の各種信号の入力
を受け付ける。
【００４２】
　記録部４０７は、フラッシュメモリやＤＲＡＭ（Dynamic　Random　Access　Memory）
等の半導体メモリを用いて実現される。記録部４０７は、内視鏡システム１を動作させる
ための各種プログラム、および内視鏡システム１の動作に必要な各種パラメータ等を含む
データを記録する。また、記録部４０７は、処理装置４の識別情報を記録する。ここで、
識別情報には、処理装置４の固有情報（ＩＤ）、年式、スペック情報、伝送方式および伝
送レート等が含まれる。
【００４３】
　制御部４０８は、ＣＰＵ等を用いて構成され、撮像素子２４４および光源装置３を含む
各構成部の駆動制御、および各構成部に対する情報の入出力制御などを行う。制御部４０
８は、記録部４０７に記録されている撮像制御のための設定データ（例えば、読み出し対
象の画素など）を、集合ケーブル２４５に含まれる所定の信号線を介して撮像制御部２４
４ｅへ送信する。
【００４４】
　また、制御部４０８は、調光部４０４が設定した発光期間（照明期間）に基づいて受光
部２４４ｆに光学系２４３からの光を露光する露光期間を設定し、該露光期間を含む駆動
情報を生成する駆動情報生成部４０８ａを有する。制御部４０８は、駆動情報生成部４０
８ａが生成した駆動情報を先端部２４に出力するとともに、露光期間と同期して照明部３
１に照明動作を行わせる旨の制御信号を照明制御部３２に出力する。制御信号には、例え
ば、読み出し部２４４ｇによる読み出し開始動作および終了動作に応じた照明部３１によ
る照明開始タイミングおよび照明終了タイミングなどを含む。
【００４５】
　基準クロック生成部４０９は、内視鏡システム１の各構成部の動作の基準となるクロッ
ク信号を生成し、内視鏡システム１の各構成部に対して生成したクロック信号を供給する
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。
【００４６】
　次に、表示装置５について説明する。表示装置５は、映像ケーブルを介して処理装置４
が生成した体内画像情報に対応する体内画像を受信して表示する。表示装置５は、液晶ま
たは有機ＥＬ（Electro　Luminescence）を用いて構成される。
【００４７】
　なお、本実施の形態では、撮像素子２４４、照明部３１、照明制御部３２、調光部４０
４および駆動情報生成部４０８ａ（制御部４０８）を用いて撮像装置を構成する。
【００４８】
　続いて、内視鏡システム１の撮像素子２４４による読み出しタイミングと照明部３１に
よる照明タイミングとについて、図３を参照して説明する。図３は、内視鏡システムの撮
影時における撮像素子の読み出しタイミングと照明部による照明タイミングとを説明する
図であって、図３（ａ）は最大の発光量となる期間で発光を行う場合を示す図であり、図
３（ｂ）は最大の発光量の略半分の発光量となる期間で発光を行う場合を示す図であり、
図３（ｃ）は最大の発光量よりも十分小さい発光量となる期間で発光を行う場合を示す図
である。
【００４９】
　撮像素子２４４は、読み出し部２４４ｇによって、水平ライン毎にタイミングをずらし
て第１～第ｎライン（１フレーム）の電気信号の読み出し処理を行う読み出し期間と、読
み出し期間とは異なる期間であって、受光部２４４ｆの露光処理（照明光による撮像対象
領域への照明）を行うための期間（露光期間）である垂直ブランキング期間とを交互に繰
り返して、被検体の体内画像を含む撮像信号を取得する。例えば、図３（ａ）では、読み
出し期間Ｒ１～Ｒ３と垂直ブランキング期間Ｖ１１～Ｖ１３とを交互に繰り返している。
また、図３（ａ）では、例えば１ライン目の読み出し期間を、期間Ｒ１０１で示している
。
【００５０】
　まず、設定されている最大の発光量となる照明期間（フル発光期間）で照明部３１によ
る照明を行う場合について、図３（ａ）を参照して説明する。調光部４０４により照明期
間がフル発光期間に設定されている場合、駆動情報生成部４０８ａは、垂直ブランキング
期間（露光期間）をこの照明期間と同等の期間として設定した駆動情報を生成する。
【００５１】
　読み出し部２４４ｇは、図３（ａ）に示すように、時間Ｔｒ０において撮像制御部２４
４ｅにより動作がリセットされると、第１～第ｎライン（１フレーム）の読み出しを開始
する。本実施の形態では、撮像制御部２４４ｅが、駆動情報生成部４０８ａにより生成さ
れた駆動情報（露光期間）に基づき、読み出し部２４４ｇが読み出しを開始する開始タイ
ミング（次フレームを開始するタイミング）でリセット信号（垂直同期信号）を出力する
。これにより、撮像制御部２４４ｅは、読み出し部２４４ｇによる読み出し開始タイミン
グに応じて動作（具体的にはコンデンサ）をリセットし、読み出し部２４４ｇに読み出し
動作を開始させる。
【００５２】
　撮像制御部２４４ｅは、読み出し期間Ｒ１において読み出し部２４４ｇによる読み出し
動作が終了すると、垂直ブランキング期間Ｖ１１に移行する。垂直ブランキング期間Ｖ１
１では、該期間と同期して照明部３１により照明光が出射され、受光部２４４ｆを露光す
る。具体的には、調光部４０４により照明期間Ｌｒ１がフル発光期間に設定されている場
合、駆動情報生成部４０８ａは、垂直ブランキング期間Ｖ１１（露光期間）を照明期間Ｌ
ｒ１と同等の期間として設定した駆動情報を生成する。照明期間Ｌｒ１では、照明制御部
３２の制御により赤色光（Ｒ照明）が出射される。垂直ブランキング期間Ｖ１１と同期し
てＲ照明が行われることにより、受光部２４４ｆは、垂直ブランキング期間Ｖ１１におい
てＲ照明により撮像対象から反射または散乱などした光（観察光）によって露光される。
【００５３】
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　その後、撮像制御部２４４ｅは、垂直ブランキング期間Ｖ１１が終了するタイミング（
時間Ｔｒ１１）でリセット信号を出力して動作をリセットし、読み出し期間Ｒ２に移行し
て読み出し部２４４ｇに読み出し動作を開始させる。このときに読み出し部２４４ｇが読
み出す電気信号は、垂直ブランキング期間Ｖ１１（照明期間Ｌｒ１）において受光部２４
４ｆが受光した赤色光による電気信号である。
【００５４】
　撮像制御部２４４ｅは、読み出し期間Ｒ２において読み出し部２４４ｇによる読み出し
動作が終了すると、垂直ブランキング期間Ｖ１２に移行する。垂直ブランキング期間Ｖ１
２では、該期間と同期して照明部３１により照明光が出射され、受光部２４４ｆを露光す
る。具体的には、駆動情報生成部４０８ａは、照明期間Ｌｇ１が、照明期間Ｌｒ１と同様
にフル発光期間に設定されている場合、垂直ブランキング期間Ｖ１２を照明期間Ｌｇ１と
同等の期間として設定した駆動情報を生成する。照明期間Ｌｇ１では、照明制御部３２の
制御により緑色光（Ｇ照明）が出射される。垂直ブランキング期間Ｖ１２と同期してＧ照
明が行われることにより、受光部２４４ｆは、垂直ブランキング期間Ｖ１２においてＧ照
明による観察光によって露光される。
【００５５】
　その後、撮像制御部２４４ｅは、垂直ブランキング期間Ｖ１２が終了するタイミング（
時間Ｔｒ１２）でリセット信号を出力して動作をリセットし、読み出し期間Ｒ３に移行し
て読み出し部２４４ｇに読み出し動作を開始させる。このときに読み出し部２４４ｇが読
み出す電気信号は、垂直ブランキング期間Ｖ１２（照明期間Ｌｇ１）において受光部２４
４ｆが受光した緑色光による電気信号である。
【００５６】
　撮像制御部２４４ｅは、読み出し期間Ｒ３において読み出し部２４４ｇによる読み出し
動作が終了すると、垂直ブランキング期間Ｖ１３に移行する。垂直ブランキング期間Ｖ１
３では、該期間と同期して照明部３１により照明光が出射され、受光部２４４ｆを露光す
る。具体的には、駆動情報生成部４０８ａは、照明期間Ｌｂ１が、照明期間Ｌｒ１と同様
にフル発光期間に設定されている場合、垂直ブランキング期間Ｖ１３を照明期間Ｌｂ１と
同等の期間として設定した駆動情報を生成する。照明期間Ｌｂ１では、照明制御部３２の
制御により青色光（Ｂ照明）が出射される。垂直ブランキング期間Ｖ１３と同期してＢ照
明が行われることにより、受光部２４４ｆは、垂直ブランキング期間Ｖ１３においてＢ照
明による観察光によって露光される。
【００５７】
　その後、撮像制御部２４４ｅは、上述した処理と同様に、垂直ブランキング期間Ｖ１３
が終了するタイミングで動作をリセットし、次の読み出し期間に移行して読み出し部２４
４ｇに読み出し動作を開始させる。このときに読み出し部２４４ｇが読み出す電気信号は
、垂直ブランキング期間Ｖ１３（照明期間Ｌｂ１）において受光部２４４ｆが受光した青
色光による電気信号である。
【００５８】
　次に、最大の発光量の略半分の発光量となる照明期間（ハーフ発光期間）で照明部３１
による照明を行う場合について、図３（ｂ）を参照して説明する。調光部４０４により照
明期間がハーフ発光期間に設定されている場合、駆動情報生成部４０８ａは、垂直ブラン
キング期間（露光期間）をこの照明期間と同等の期間として設定した駆動情報を生成する
。
【００５９】
　読み出し部２４４ｇは、上述した処理と同様、時間Ｔｒ０において撮像制御部２４４ｅ
により動作がリセットされると、水平ラインごとの読み出しを開始する。撮像制御部２４
４ｅは、読み出し期間Ｒ１において読み出し部２４４ｇによる読み出し動作が終了すると
、垂直ブランキング期間Ｖ２１に移行する。垂直ブランキング期間Ｖ２１では、該期間と
同期して照明部３１により照明光が出射され、受光部２４４ｆを露光する。具体的には、
調光部４０４により照明期間Ｌｒ２がハーフ発光期間に設定されている場合、駆動情報生
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成部４０８ａは、垂直ブランキング期間Ｖ２１（露光期間）を照明期間Ｌｒ２と同等の期
間として設定した駆動情報を生成する。照明期間Ｌｒ２では、照明制御部３２の制御によ
りＲ照明となる。垂直ブランキング期間Ｖ２１と同期してＲ照明が行われることにより、
受光部２４４ｆは、垂直ブランキング期間Ｖ２１においてＲ照明による観察光によって露
光される。
【００６０】
　その後、撮像制御部２４４ｅは、垂直ブランキング期間Ｖ２１が終了するタイミング（
時間Ｔｒ２１）で動作をリセットし、読み出し期間Ｒ２に移行して読み出し部２４４ｇに
読み出し動作を開始させる。このときに読み出し部２４４ｇが読み出す電気信号は、垂直
ブランキング期間Ｖ２１（照明期間Ｌｒ２）において受光部２４４ｆが受光した赤色光に
よる電気信号である。
【００６１】
　撮像制御部２４４ｅは、読み出し期間Ｒ２において読み出し部２４４ｇによる読み出し
動作が終了すると、垂直ブランキング期間Ｖ２２に移行する。垂直ブランキング期間Ｖ２
２では、該期間と同期して照明部３１により照明光が出射され、受光部２４４ｆを露光す
る。具体的には、駆動情報生成部４０８ａは、照明期間Ｌｇ２が、照明期間Ｌｒ２と同様
にハーフ発光期間に設定されている場合、垂直ブランキング期間Ｖ２２を照明期間Ｌｇ２
と同等の期間として設定した駆動情報を生成する。照明期間Ｌｇ２では、照明制御部３２
の制御によりＧ照明となる。垂直ブランキング期間Ｖ２２と同期してＧ照明が行われるこ
とにより、受光部２４４ｆは、垂直ブランキング期間Ｖ２２においてＧ照明による観察光
によって露光される。
【００６２】
　その後、撮像制御部２４４ｅは、垂直ブランキング期間Ｖ２２が終了するタイミング（
時間Ｔｒ２２）で動作をリセットし、読み出し期間Ｒ３に移行して読み出し部２４４ｇに
読み出し動作を開始させる。このときに読み出し部２４４ｇが読み出す電気信号は、垂直
ブランキング期間Ｖ２２（照明期間Ｌｇ２）において受光部２４４ｆが受光した緑色光に
よる電気信号である。
【００６３】
　撮像制御部２４４ｅは、読み出し期間Ｒ３において読み出し部２４４ｇによる読み出し
動作が終了すると、垂直ブランキング期間Ｖ２３に移行する。垂直ブランキング期間Ｖ２
３では、該期間と同期して照明部３１により照明光が出射され、受光部２４４ｆを露光す
る。具体的には、駆動情報生成部４０８ａは、照明期間Ｌｂ２が、照明期間Ｌｒ２と同様
にハーフ発光期間に設定されている場合、垂直ブランキング期間Ｖ２３を照明期間Ｌｂ２
と同等の期間として設定した駆動情報を生成する。照明期間Ｌｂ２では、照明制御部３２
の制御によりＢ照明となる。垂直ブランキング期間Ｖ２３と同期してＢ照明が行われるこ
とにより、受光部２４４ｆは、垂直ブランキング期間Ｖ２３においてＢ照明による観察光
によって露光される。
【００６４】
　その後、撮像制御部２４４ｅは、上述した処理と同様に、垂直ブランキング期間Ｖ２３
が終了するタイミングで動作をリセットし、次の読み出し期間に移行して読み出し部２４
４ｇに読み出し動作を開始させる。このときに読み出し部２４４ｇが読み出す電気信号は
、垂直ブランキング期間Ｖ２３（照明期間Ｌｂ２）において受光部２４４ｆが受光した青
色光による電気信号である。
【００６５】
　次に、発光可能な最大の発光量よりも十分小さい発光量となる照明期間（ミニマム発光
期間）で照明部３１による照明を行う場合について、図３（ｃ）を参照して説明する。調
光部４０４により照明期間がミニマム発光期間に設定されている場合、駆動情報生成部４
０８ａは、垂直ブランキング期間（露光期間）をこの照明期間と同等の期間として設定し
た駆動情報を生成する。
【００６６】
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　読み出し部２４４ｇは、上述した処理と同様、時間Ｔｒ０において撮像制御部２４４ｅ
により動作がリセットされると、水平ラインごとの読み出しを開始する。撮像制御部２４
４ｅは、読み出し期間Ｒ１において読み出し部２４４ｇによる読み出し動作が終了すると
、垂直ブランキング期間Ｖ３１に移行する。垂直ブランキング期間Ｖ３１では、該期間と
同期して照明部３１により照明光が出射され、受光部２４４ｆを露光する。具体的には、
調光部４０４により照明期間Ｌｒ３がミニマム発光期間に設定されている場合、駆動情報
生成部４０８ａは、垂直ブランキング期間Ｖ３１（露光期間）を照明期間Ｌｒ３と同等の
期間として設定した駆動情報を生成する。照明期間Ｌｒ３では、照明制御部３２の制御に
よりＲ照明となる。垂直ブランキング期間Ｖ３１と同期してＲ照明が行われることにより
、受光部２４４ｆは、垂直ブランキング期間Ｖ３１においてＲ照明による観察光によって
露光される。
【００６７】
　その後、撮像制御部２４４ｅは、垂直ブランキング期間Ｖ３１が終了するタイミング（
時間Ｔｒ３１）で動作をリセットし、読み出し期間Ｒ２に移行して読み出し部２４４ｇに
読み出し動作を開始させる。このときに読み出し部２４４ｇが読み出す電気信号は、垂直
ブランキング期間Ｖ３１（照明期間Ｌｒ３）において受光部２４４ｆが受光した赤色光に
よる電気信号である。
【００６８】
　撮像制御部２４４ｅは、読み出し期間Ｒ２において読み出し部２４４ｇによる読み出し
動作が終了すると、垂直ブランキング期間Ｖ３２に移行する。垂直ブランキング期間Ｖ３
２では、該期間と同期して照明部３１により照明光が出射され、受光部２４４ｆを露光す
る。具体的には、駆動情報生成部４０８ａは、照明期間Ｌｇ３が、照明期間Ｌｒ３と同様
にミニマム発光期間に設定されている場合、垂直ブランキング期間Ｖ３２を照明期間Ｌｇ
３と同等の期間として設定した駆動情報を生成する。照明期間Ｌｇ３では、照明制御部３
２の制御によりＧ照明となる。垂直ブランキング期間Ｖ３２と同期してＧ照明が行われる
ことにより、受光部２４４ｆは、垂直ブランキング期間Ｖ３２においてＧ照明による観察
光によって露光される。
【００６９】
　その後、撮像制御部２４４ｅは、垂直ブランキング期間Ｖ３２が終了するタイミング（
時間Ｔｒ３２）で動作をリセットし、読み出し期間Ｒ３に移行して読み出し部２４４ｇに
読み出し動作を開始させる。このときに読み出し部２４４ｇが読み出す電気信号は、垂直
ブランキング期間Ｖ３２（照明期間Ｌｇ３）において受光部２４４ｆが受光した緑色光に
よる電気信号である。
【００７０】
　撮像制御部２４４ｅは、読み出し期間Ｒ３において読み出し部２４４ｇによる読み出し
動作が終了すると、垂直ブランキング期間Ｖ３３に移行する。垂直ブランキング期間Ｖ３
３では、該期間と同期して照明部３１により照明光が出射され、受光部２４４ｆを露光す
る。具体的には、駆動情報生成部４０８ａは、照明期間Ｌｂ３が、照明期間Ｌｒ３と同様
にミニマム発光期間に設定されている場合、垂直ブランキング期間Ｖ３３を照明期間Ｌｂ
３と同等の期間として設定した駆動情報を生成する。照明期間Ｌｂ３では、照明制御部３
２の制御によりＢ照明となる。垂直ブランキング期間Ｖ３３と同期してＢ照明が行われる
ことにより、受光部２４４ｆは、垂直ブランキング期間Ｖ３３においてＢ照明による観察
光によって露光される。
【００７１】
　その後、撮像制御部２４４ｅは、上述した処理と同様に、垂直ブランキング期間Ｖ３３
が終了するタイミングで動作をリセットし、次の読み出し期間に移行して読み出し部２４
４ｇに読み出し動作を開始させる。このときに読み出し部２４４ｇが読み出す電気信号は
、垂直ブランキング期間Ｖ３３（照明期間Ｌｂ３）において受光部２４４ｆが受光した青
色光による電気信号である。
【００７２】
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　上述したように、照明光の照明期間に応じて垂直ブランキング期間を設定することによ
り、リセット動作を行ってから次のリセット動作を行う間（ｍ（ｍは自然数）番目のフレ
ームの読み出し開始タイミングからｍ＋１番目のフレームの読み出し開始タイミングまで
の間）の時間を照明期間に応じて短縮することができる。例えば、図３に示すように、時
間Ｔｒ０から時間Ｔｒ１１までの時間をＴｄ１、時間Ｔｒ０から時間Ｔｒ２１までの時間
をＴｄ２、時間Ｔｒ０から時間Ｔｒ３１までの時間をＴｄ３とすると、Ｔｄ３＜Ｔｄ２＜
Ｔｄ１となる。具体的には、例えば、最長の照明期間を１６．６８ミリ秒、略半分の発光
量となる照明期間を１２．６８ミリ秒、略最小の発光量となる期間を８．６８ミリ秒とす
ると、読み出しのクロックレートを維持した状態でフレームレートを１フレームにつき最
大８．０ミリ秒短縮することができる。
【００７３】
　このように、１フレームに要する時間を短縮することにより、複数フレームの読み出し
（電気信号の取得処理）に要する時間を短縮することができる。これにより、例えば、赤
色光、緑色光および青色光で露光された各フレームの取得時間が短縮され、三つの色成分
の画像を合成した場合などで生じる色ずれを低減することができる。一般的には撮像対象
と先端部２４（光学系２４３）との間の距離が小さい（近い）ほど、撮像対象に十分な光
量をあてられ、照明時間を短縮しても十分な明るさを得られる。本実施の形態では、特に
、撮像対象と先端部２４（光学系２４３）との間の距離が小さい（近い）ほど、色ずれの
低減と明瞭な画像の取得とを両立できるため、一層の効果を得ることができる。
【００７４】
　一方、従来では、調光部により発光量や照明期間の制御が行われるものの、該照明期間
に応じて垂直ブランキング期間が設定されるものではなく、リセット動作を行う間の時間
は変わらなかった。このため、垂直ブランキング期間は、発光可能な期間の最大の期間よ
りも大きく設定されたり、照明期間が短くなった場合でも、この短くなった期間が読み出
し処理も照明処理も行われないブランク期間となったりしていた。
【００７５】
　また、本実施の形態では、垂直ブランキング期間のみを照明期間に応じて設定し、読み
出し期間は、照明期間に応じて短縮することなく一定のため、読み出しのクロックレート
を高速にするなどの設定は必要ない。このため、安定した読み出し処理を維持することが
できる。
【００７６】
　上述した本実施の形態によれば、駆動情報生成部４０８ａが、照明期間に応じて垂直ブ
ランキング期間（露光期間）を設定し、例えば照明期間が短縮した場合に垂直ブランキン
グ期間も短縮した駆動情報を生成し、該駆動情報に基づき、撮像素子２４４が読み出し処
理および露光処理を行い、該露光処理に同期して光源装置３が照明処理を行うようにした
ので、読み出しのクロックレートを変えることなくフレームレートの低下を抑制すること
ができる。
【００７７】
　また、上述した本実施の形態によれば、照明期間が垂直ブランキング期間のみに設定さ
れ、読み出し期間を含まないため、各水平ラインの露光期間が揃い、水平ライン間の明る
さの差異を抑制することができる。
【００７８】
（変形例１）
　次に、本発明の実施の形態の変形例１について説明する。図４は、本発明の実施の形態
の変形例１にかかる内視鏡システムの概略構成を示すブロック図である。なお、上述した
構成と同一の構成には同一の符号を付して説明する。上述した実施の形態では、光源装置
３が異なる波長帯域の光を出射する複数の光源を有するものとして説明したが、本変形例
１にかかる内視鏡システム１ａは、一つの光源、および波長帯域が互いに異なる複数の照
明光を透過可能な回転フィルタを備える。
【００７９】
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　本変形例１にかかる内視鏡システム１ａの光源装置３ａは、照明部３１０と、照明制御
部３２と、を備える。照明部３１０は、照明制御部３２の制御のもと、被写体（被検体）
に対して、波長帯域が互いに異なる複数の照明光を順次切り替えて出射する。照明部３１
０は、上述した光源ドライバ３１ｂと、光源部３１ｃと、回転フィルタ３１ｄと、駆動部
３１ｅと、駆動ドライバ３１ｆと、を有する。
【００８０】
　光源部３１ｃは、白色ＬＥＤ光源および一または複数のレンズ等を用いて構成され、光
源ドライバ３１ｂの制御のもと、白色光を回転フィルタ３１ｄへ出射する。光源部３１ｃ
が発生させた白色光は、回転フィルタ３１ｄおよびライトガイド２４１を経由して先端部
２４の先端から被写体に向けて出射される。
【００８１】
　回転フィルタ３１ｄは、光源部３１ｃが出射する白色光の光路上に配置され、回転する
ことにより、光源部３１ｃが出射した白色光のうち所定の波長帯域の光のみを透過させる
。具体的には、回転フィルタ３１ｄは、赤色光（Ｒ）、緑色光（Ｇ）および青色光（Ｂ）
それぞれの波長帯域を有する光を透過させる赤色フィルタ３１４、緑色フィルタ３１５お
よび青色フィルタ３１６を有する。回転フィルタ３１ｄは、回転することにより、赤、緑
および青の波長帯域（例えば、赤：６００ｎｍ～７００ｎｍ、緑：５００ｎｍ～６００ｎ
ｍ、青：４００ｎｍ～５００ｎｍ）の光を順次透過させる。これにより、照明部３１０は
、光源部３１ｃが出射する白色光（Ｗ照明）のうち、狭帯域化した赤色光（Ｒ照明）、緑
色光（Ｇ照明）および青色光（Ｂ照明）のいずれかの光を内視鏡２に順次出射（面順次方
式）することができる。
【００８２】
　駆動部３１ｅは、ステッピングモータやＤＣモータ等を用いて構成され、回転フィルタ
３１ｄを回転動作させる。この駆動部３１ｅの回転速度を可変とすることにより、赤、緑
および青の波長帯域の光の透過間隔を変更できる。
【００８３】
　駆動ドライバ３１ｆは、照明制御部３２の制御のもと、駆動部３１ｅに所定の電流を供
給する。
【００８４】
　本変形例１では、照明制御部３２は、光源ドライバ３１ｂを制御して光源部３１ｃの白
色ＬＥＤ光源を点灯させ、駆動ドライバ３１ｆを制御して回転フィルタ３１ｄを指定の速
度で回転動作させることによって、照明部３１０により出射される照明光の種類(波長帯
域)と発光期間とを制御する。照明制御部３２は、処理装置４の制御部４０８から同期信
号を受信するとともに、調光部４０４から調光信号を受信し、これらの信号に基づいて、
光源ドライバ３１ｂが光源部３１ｃに供給する電力量を制御する。なお、光源ドライバ３
１ｂは常に照明光を点灯していて垂直ブランキング期間中は回転フィルタ３１ｄによって
照明光が遮られる構成としてもよいし、垂直ブランキング期間にあわせて光源部３１ｃを
駆動する駆動タイミング（発光期間）を制御してもよいし、発光期間中に、光源部３１ｃ
を駆動する駆動タイミング（発光期間）をＰＷＭ制御し、照明部３１０が、照明制御部３
２の制御のもと、パルス駆動により照明光を出射してもよい。
【００８５】
（変形例２）
　次に、本発明の実施の形態の変形例２について説明する。図５は、本発明の実施の形態
の変形例２にかかる内視鏡システムの概略構成を示すブロック図である。なお、上述した
構成と同一の構成には同一の符号を付して説明する。上述した実施の形態では、処理装置
４に設けられた駆動情報生成部４０８ａにより読み出しタイミングおよび照明タイミング
を制御するものとして説明したが、本変形例２では、内視鏡２（操作部２２）に駆動情報
生成部２２４を設けて、該駆動情報生成部２２４が生成した制御信号に基づき読み出しタ
イミングおよび照明タイミングを制御する。
【００８６】
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　本変形例２にかかる内視鏡システム１ｂは、上述した内視鏡２の撮像素子２４４が、基
準クロック生成部２４４ｈをさらに有する。本変形例２では、撮像素子２４４に基準クロ
ック生成部２４４ｈを設けて、該基準クロック生成部２４４ｈが生成したクロックにより
読み出し開始タイミングと照明光の照射タイミングとを制御する。換言すれば、内視鏡シ
ステム１ａでは、基準クロック生成部２４４ｈが生成したクロックを基準として、読み出
し部２４４ｇによる読み出しタイミングと、照明制御部３２による照明タイミングとが制
御される。本変形例において、光源装置３は基準クロック生成部２４４ｈが生成したクロ
ックに基づき動作し、基準クロック生成部４０９は画像処理部４０２などの処理装置４の
内部の構成を動作させるためのクロックを生成する。また、内視鏡システム１ｂは、上述
した駆動情報生成部４０８ａを有しない。本変形例では、撮像素子２４４、照明部３１、
照明制御部３２、調光部４０４および駆動情報生成部２２４を用いて撮像装置を構成する
。
【００８７】
　本変形例２にかかる操作部２２は、処置装置４から調光部４０４が設定した照明期間を
取得して、該照明期間に応じた垂直ブランキング期間（露光期間）、および照明部３１に
よる照明タイミングに関する駆動情報を生成する駆動情報生成部２２４を有する。駆動情
報生成部２２４は、生成した駆動情報を先端部２４および処理装置４に出力する。本変形
例にかかる駆動情報は、各フレームの読み出し開始タイミング（垂直同期信号）や照明部
３１による照明開始タイミングおよび照明終了タイミングを含む情報である。駆動情報に
は、基準クロック生成部２４４ｈが生成したクロックが重畳されていてもよいし、基準ク
ロックまたは基準クロックに同期したクロック（図示せず）を処理装置４から受信しても
よい。
【００８８】
　制御部４０８は、駆動情報生成部２２４から駆動情報を受信すると、照明制御部３２に
照明開始タイミングおよび照明終了タイミングにかかる制御信号を出力する。照明制御部
３２は、上述した実施の形態と同様、垂直ブランキング期間と同期して照明部３１を制御
して、照明制御を行う。なお、照明制御部３２は、基準クロック生成部２４４ｈが生成し
たクロックに基づき照明部３１の制御を行う。
【００８９】
　本変形例２によれば、内視鏡２で生成されたクロックに基づき、垂直ブランキング期間
と照明期間とを同期して照明制御を行うことができる。駆動情報生成部２２４による照明
期間に応じた垂直ブランキング期間の設定は、上述した実施の形態にかかる駆動情報生成
部４０８ａの設定処理と同様である。
【００９０】
　ここで、上述した実施の形態では、調光部４０４が、明るさ検出部４０３の検出結果に
応じて照明期間を設定し、駆動情報生成部４０８ａにより該設定された照明期間に応じて
垂直ブランキング期間が設定されるものとして説明したが、本変形例２では、駆動情報生
成部２２４が、調光部４０４が設定した照明期間を取得して垂直ブランキング期間を設定
するものであってよいし、ＡＦＥ部２４４ｂなどから輝度情報を取得して照明期間および
垂直ブランキング期間を設定し、設定した照明期間（照明タイミングなどを含む）を駆動
情報として制御部４０８に出力するものであってもよい。
【００９１】
　なお、本変形例２では、操作部２２が駆動情報生成部２２４を有するものとして説明し
たが、撮像素子２４４に、例えば、撮像制御部２２４ｅなどに駆動情報生成部を設けて、
該駆動情報生成部が生成した駆動情報を処理装置４に出力するものであってもよい。また
、上述した変形例１のように、回転フィルタ３１ｄにより照明光の波長帯域を選択するも
のであってもよい。
【００９２】
　また、本実施の形態において、１ライン目の読み出し開始タイミングは有効画素領域を
有するラインの先頭の水平ラインであることが、有効画素領域の画像を取得する点で好ま
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しい。
【００９３】
　本実施の形態では、垂直ブランキング期間が照明期間に応じて設定されるものとして説
明したが、例えば読み出し期間Ｒ１において、非読み出し対象の画素や非画像処理対象の
画素（水平ライン）がある場合、該非読み出し対象の画素の読み出しに要する期間を垂直
ブランキング期間（露光期間）に含めてもよい。すなわち、読み出し対象や画像処理対象
以外の画素が設定されている場合、該設定されている画素の読み出しに要する期間を垂直
ブランキング期間の一部とみなしてもよい。
【００９４】
　図６は、本発明の実施の形態にかかる内視鏡システムの撮像素子による読み出しタイミ
ングと照明部による照明タイミングとを説明する図であって、垂直ブランキング期間に画
素の読み出し期間の一部が含まれる場合を説明する図である。図６に示すように、読み出
し期間Ｒ１ａ，Ｒ２ａは画像処理対象の画素の読み出しに要する期間であり、垂直ブラン
キング期間Ｖ１１ａは画像処理対象の画素の読み出し期間以外の期間であるものとしても
よい。この場合の照明期間の設定は、垂直ブランキング期間Ｖ１１ａと同等であってもよ
いし、もともと設定されている垂直ブランキング期間Ｖ１１と同等であってもよい。垂直
ブランキング期間Ｖ１１とした場合は、露光期間が照明期間よりも長くなる。
【００９５】
　また、本実施の形態では、調光部４０４が、明るさ検出部４０３の検出結果に応じて照
明期間を設定するものとして説明したが、ユーザによるゲイン調整などによって照明期間
が変更された場合であっても、該変更された照明期間に応じて垂直ブランキング期間を変
更することができる。また、内視鏡２に設けられた送水手段から水などの液体が排出され
る場合や、観察部位の液体量などにより、画像のゆがみや色ずれが発生する可能性がある
場合に、照明期間および垂直ブランキング期間を短縮するように制御されるものであって
もよい。この場合、例えば、送水スイッチの押下に応じて制御する。
【００９６】
　また、本実施の形態では、調光部４０４が明るさ検出部４０３の検出結果に応じて照明
期間を設定するものとして説明したが、この照明期間の設定は、フレームごとに明るさ検
出部４０３の検出結果を取得して行うものであってもよいし、数フレームごとに検出結果
を取得して行うものであってもよいし、設定された波長帯域の照明光（例えば緑色光）で
照明された場合に検出結果を取得して行うものであってもよい。
【００９７】
　また、本実施の形態では、調光部４０４が明るさ検出部４０３の検出結果に応じて照明
部３１による照明期間を設定するものとして説明したが、照明部３１を有しない構成の場
合は、撮像素子２４４の電子シャッタの開放期間などであってもよい。上述した実施の形
態にかかる装置構成の場合、撮像装置は、撮像素子２４４、調光部４０４および駆動情報
生成部４０８ａを用いて構成される。また、上述した変形例にかかる装置構成の場合、撮
像装置は、撮像素子２４４、駆動情報生成部２２４および調光部４０４を用いて構成され
る。なお、撮像素子２４４、駆動情報生成部２２４を用いて撮像装置を構成し、駆動情報
生成部２２４が、ＡＦＥ部２４４ｂまたはＰ／Ｓ変換部２４４ｃから電気信号を取得して
該電気信号（像の明るさ）をもとに露光期間および照明期間を含む駆動情報を生成するも
のであってもよい。
【００９８】
　また、本実施の形態では、制御装置４の制御部４０８が、取得した駆動情報に基づいて
光源装置３の駆動を制御するものとして説明したが、光源装置３が制御部を有し、該制御
部が駆動情報を取得して該駆動情報に基づいて駆動するものであってもよい。
【００９９】
　また、本実施の形態では、光源部３１ａとして赤色ＬＥＤ光源３１１、緑色ＬＥＤ光源
３１２および青色ＬＥＤ光源３１３を用い、光源部３１ｃとして白色ＬＥＤ光源を用いる
ものとして説明したが、レーザーダイオードを光源として用いるものであってもよい。ま
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れかの波長帯域の光を出射するものとして説明したが、これらの波長帯域とは異なる波長
帯域の光を出射するものであってもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１００】
　以上のように、本発明にかかる撮像装置は、読み出しのクロックレートを変えることな
くフレームレートの低下を抑制するのに有用である。
【符号の説明】
【０１０１】
　１，１ａ，１ｂ　内視鏡システム
　２　内視鏡
　３，３ａ　光源装置
　４　処理装置
　３１，３１０　照明部
　３１ａ，３１ｃ　光源部
　３１ｂ　光源ドライバ
　３１ｄ　回転フィルタ
　３１ｅ　駆動部
　３１ｆ　駆動ドライバ
　３２　照明制御部
　２２４，４０８ａ　駆動情報生成部
　２４４　撮像素子
　２４４ａ　センサ部
　２４４ｂ　ＡＦＥ部
　２４４ｃ　Ｐ／Ｓ変換部
　２４４ｄ　タイミングジェネレータ
　２４４ｅ　撮像制御部
　２４４ｆ　受光部
　２４４ｇ　読み出し部
　２４４ｈ，４０９　基準クロック生成部
　２４５　集合ケーブル
　４０１　Ｓ／Ｐ変換部
　４０２　画像処理部
　４０３　明るさ検出部
　４０４　調光部
　４０５　同期信号生成部
　４０８　制御部
【要約】
　本発明にかかる撮像装置は、各々が受光した光を光電変換して電気信号を生成する複数
の画素がマトリックス状に設けられた受光部（２４４ｆ）と、画素が生成した電気信号を
ラインごとに順次読み出す読み出し部（２４４ｇ）と、複数の画素のうち、少なくとも画
像処理対象の画素が生成した電気信号を読み出し部（２４４ｇ）に読み出させる読み出し
処理、および受光部を露光する露光処理を交互に繰り返す撮像制御を行う撮像制御部（２
４４ｅ）と、を有する撮像素子（２４４）と、電気信号に基づき露光処理の露光期間を設
定し、該設定した露光期間を駆動情報として生成する駆動情報生成部（４０８ａ）と、を
備え、撮像制御部（４０８ａ）は、駆動情報に基づき露光処理および読み出し処理を制御
する。



(17) JP 5942053 B1 2016.6.29

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(18) JP 5942053 B1 2016.6.29

【図５】 【図６】



(19) JP 5942053 B1 2016.6.29

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２０１１－２５０９２６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１１－１３５１８５（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２０１３／１７５９０８（ＷＯ，Ａ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　　　１／００－１／３２
              Ｇ０２Ｂ　　２３／２４－２３／２６
              Ｇ０３Ｂ　　　７／００－７／３０
              　　　　　　１５／０４－１５／０５
              Ｈ０４Ｎ　　　５／２２２－５／２５７
              　　　　　　　５／３０－５／３７８
              　　　　　　　９／０４－９／１１



专利名称(译) 内窥镜系统

公开(公告)号 JP5942053B1 公开(公告)日 2016-06-29

申请号 JP2015558277 申请日 2015-06-30

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

当前申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 水野恭輔
齋藤紗依里

发明人 水野 恭輔
齋藤 紗依里

IPC分类号 H04N5/238 H04N5/353 G03B15/00 G03B7/093 A61B1/04

CPC分类号 A61B1/00006 A61B1/04 A61B1/045 G02B23/2484 G03B15/05 H04N5/2256 H04N5/2351 H04N5/2353 
H04N5/353 H04N5/3532 H04N2005/2255 A61B1/051 A61B1/0676 G02B23/2461 H04N5/374 H04N9
/04 H04N9/045 H04N9/07

FI分类号 H04N5/238.Z H04N5/335.530 G03B15/00.U G03B7/093 A61B1/04.372

代理人(译) 酒井宏明

审查员(译) 山口雄一郎

优先权 2014139769 2014-07-07 JP

其他公开文献 JPWO2016006499A1

外部链接 Espacenet

摘要(译)

根据本发明的成像装置，其中以矩阵形式设置有光接收单元（244f），
在该光接收单元中，多个像素光电转换各自接收的光以产生电信号，并
且该像素产生的电信号是逐行的。 交替执行顺序读取的读取单元
（244g），使读取单元（244g）至少读取由多个像素中的图像处理目标
的至少一个像素生成的电信号的读取处理，以及使光接收单元曝光的曝
光处理。 图像传感器（244e）具有执行重复图像捕获控制的图像捕获控
制器（244e），以及驱动信息生成器，该驱动信息生成器基于电信号来
设置曝光处理的曝光时段并生成所设置的曝光时段作为驱动信息。 
（408a），并且成像控制单元（408a）基于驱动信息控制曝光过程和读
取过程。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/c7db6e64-b0ea-4896-af53-0d20a3236415
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/055064136/publication/JP5942053B1?q=JP5942053B1

